
都
つ

築
づ き

 幸
ゆ き

夫
お

 議員

一
般

質
問

新観音橋−丸田踏切がベスト

野場横落線ＪＲ交差プラン確定を

え
は
、
い
つ
頃
の
予
定
か
。

時
期
は
未
定
。
河
道

改
修
に
併
せ
て
架
け

替
え
を
行
う
予
定
。
改
修

工
事
が
順
調
に
い
け
ば
、

令
和
12
年
頃
着
手
か
。

　
幅
員
は
最
小
で
も
６
ｍ

は
必
要
。
今
後
は
こ
の
辺

を
考
慮
し
調
整
す
る
。

野
場
横
落
線
Ｊ
Ｒ
交

差
プ
ラ
ン
を
、
実
現

可
能
性
の
あ
る
案
で
確
定

す
る
時
期
で
は
な
い
か
。

町
長
▼
新
観
音
橋
に

架
け
替
え
な
が
ら
、

丸
太
踏
切
を
通
っ
て
、
前

田
交
差
点
に
接
道
さ
せ
る

考
え
方
が
ベ
ス
ト
と
思
う
。

　
町
民
が
安
全
安
心
な
自

転
車
活
用
推
進
す
る
に
は
、

本
町
は
ど
う
進
め
る
の
か

を
問
う
。

幸
田
駅
東
駐
輪
場
の

屋
根
な
し
箇
所
に
、

屋
根
を
付
け
て
頂
き
た
い
。

環
境
経
済
部
長
▼
設

置
に
向
け
て
現
場
踏と
う

査さ

し
、
利
用
状
況
の
調
査

を
し
な
が
ら
、
第
２
期
工

事
と
し
て
動
い
て
い
く
。

一
般
成
人
に
も
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
補
助
を
。

総
務
部
長
▼
７
歳
未

満
の
未
就
学
児
、
19

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
に

も
、
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
補
助
対
象
と
し
、
進

め
る
。ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
促

進
の
為
、
錦
田
幸
田

一
号
線
路
面
の
自
転
車
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
に
、
目
立
つ

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
。

建
設
部
長
▼
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
を
、
茶
色
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
変
更

し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努

力
義
務
化
を
啓
発
す
る
。

相
見
通
り
の
歩
道
は
、

小
学
生
の
通
学
路
で

あ
る
。
児
童
の
交
通
安
全

を
守
る
為
、
歩
行
者
と
自

転
車
の
分
離
が
必
要
で
は

な
い
か
。

自
転
車
は
車
道
側
、

歩
行
者
は
内
側
の
通

行
を
促
す
路
面
標
示
を
、

歩
道
内
に
設
置
す
る
。

　
併
せ
て
、
自
転
車
の
車

道
寄
り
の
徐
行
走
行
を
啓

発
し
、
交
通
安
全
を
図
る
。

町
道
芦
谷
高
力
線
の

歩
道
は
、
幸
田
高
校

生
の
自
転
車
通
学
路
だ
が
、

路
面
の
凹
凸
が
激
し
く
安

心
し
て
走
れ
な
い
。
平
坦

な
歩
道
に
整
備
を
。

菅す
げ
田た

の
交
差
点
か
ら

幸
田
セ
ン
ト
ラ
ル
ボ

ウ
ル
ま
で
の
、
段
差
が
著

し
い
７
カ
所
を
滑
ら
か
に

す
る
改
修
工
事
を
、
年
度

内
に
進
め
る
。

自
転
車
利
用
の
環
境

を
整
え
る
た
め
、
町

内
の
一
級
河
川
の
広
田
川
、

舟
山
川
、
赤
川
、
相
見
川
、

尾
浜
川
の
堤
防
を
舗
装
整

備
し
、
町
道
・
県
道
と
リ

ン
ク
し
た
、
水
と
緑
の
自

転
車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
を
。河

川
堤
防
を
舗
装
整

備
し
て
、
歩
行
者
道

や
自
転
車
道
な
ど
の
配
置

を
推
進
す
る
。

　
現
在
未
接
続
の
野
場
横

落
線
Ｊ
Ｒ
交
差
を
、
今
後

ど
う
進
め
る
の
か
を
問
う
。

Ｊ
Ｒ
交
差
の
実
現
案

と
し
て
、
新
観
音
橋
、

丸
田
踏
切
ル
ー
ト
を
ど
う

思
わ
れ
る
か
。

建
設
部
長
▼
向
こ
う

30
年
以
上
の
単
位
で

使
用
す
る
、
幸
田
町
の
東

西
を
結
ぶ
本
命
ル
ー
ト
の

位
置
づ
け
と
し
て
、
検
討

し
て
い
く
。

広
田
川
改
修
に
伴
う
、

新
観
音
橋
の
架
け
替

問答問

答問答

問答 河
川
利
用
自
転
車

道
ネ
ッ
ト
形
成
を

堤
防
舗
装
で
自
転

車
道
配
置
を
推
進

問答

問答問答問

答問答【
※
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
】

　
意
味
す
る
も
の
の
形

状
を
使
っ
て
、
情
報
が

伝
わ
る
よ
う
に
表
さ
れ

た
記
号
（
絵
文
字
）。

※

JR交差未接続の野場横落線

芦谷高力線

JR交差JR交差
未接続部未接続部

野
場
横
落
線

幸田
消防署

←至名古屋
［JR東海道本線］

赤川

JR東海道新幹線

←至名古屋

菱
池
遊
水
地

広田川

丸田踏切丸田踏切

観音橋観音橋
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一
般

質
問

太陽光パネルの設置規制条例は

先行自治体を研究し検討
藤
ふ じ

本
も と

 和
か ず

美
み

 議員

い
ず
れ
大
量
廃
棄
の

時
期
を
迎
え
る
が
、

廃
棄
場
所
と
廃
棄
方
法
は
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
に
は

鉛
、
セ
レ
ン
、
カ
ド

ミ
ウ
ム
等
の
有
害
物
質
が

含
ま
れ
る
た
め
、
許
可
を

得
た
収
集
運
搬
業
者
や
埋

立
処
分
業
者
が
、
管
理
型

最
終
処
分
場
へ
埋
め
立
て

る
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
消

火
方
法
と
注
意
点
は
。

感
電
を
避
け
る
た
め

に
噴ふ
ん
む
じ
ょ
う

霧
状
に
放
水
し
、

建
物
内
で
は
絶
縁
性
の
高

い
手
袋
を
使
用
。
消
防
署

に
設
置
状
況
、
発
電
量
、

位
置
情
報
の
提
供
を
。　
　
　
　

　

設
置
場
所
の
規
制
は

全
国
で
２
７
０
以
上

の
条
例
が
あ
る
が
、
地
域

の
安
全
と
自
然
を
守
る
た

め
に
本
町
で
の
制
定
は
。

適
正
な
設
置
と
自
然

環
境
の
調
和
が
求
め

ら
れ
、
先
行
自
治
体
を
研

究
し
条
例
の
必
要
性
を
検

討
し
て
い
く
。　
　

　

電
話
番
号
「
１
８
９

（
い
ち
は
や
く
）
」
で
、

も
し
や
と
疑
わ
れ
た
ら
、

す
ぐ
に
電
話
で
通
報
す
る

こ
と
が
周
知
さ
れ
た
。

児
童
虐
待
の
状
況
は
。

住
民
こ
ど
も
部
長
▼

虐
待
通
報
は
62
人
、

要
保
護
児
童
は
19
人
。
小

学
生
と
、
０
～
３
歳
未
満

の
年
齢
区
分
が
多
い
。　
　
　

予
防
的
介
入
は
。

保
育
園
、
小
中
学
校

で
は
不
自
然
な
あ
ざ

が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
連
絡
。

　
健
康
保
健
担
当
参
事
▼

母
子
手
帳
交
付
時
に
面
接

を
実
施
し
、
情
報
収
集
。

産
科
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
。
産
後
も
子
育
て
の
孤

立
化
を
防
ぐ
た
め
、
地
区

担
当
保
健
師
が
身
近
な
相

談
先
と
し
て
寄
り
添
う
。

虐
待
防
止
に
は
地
域

連
携
が
不
可
欠
で
は
。

住
民
こ
ど
も
部
長
▼

民
生
児
童
委
員
が
様

子
見
や
相
談
役
を
行
い
、

助
か
っ
て
い
る
。　

      

　

転
居
し
た
際
の
自
治

体
間
の
引
き
継
ぎ
は
。

市
町
村
間
と
児
童
相

談
所
間
で
し
っ
か
り

と
情
報
共
有
し
て
い
る
。

親
子
が
遊
び
に
行
け

る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
老
朽
化
が
課
題
だ

が
、
今
後
の
計
画
は
。

48
年
が
経
過
。
大
規

模
改
修
や
新
設
の
計

画
は
な
い
が
、
利
用
者
や

職
員
の
声
を
聞
き
、
随
時

修
繕
等
を
行
う
こ
と
で
安

全
快
適
に
使
用
し
て
い
く
。

こ
ど
も
課
が
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点

だ
が
、
職
員
が
兼
務
で
４

人
で
は
少
な
い
の
で
は
。

令
和
８
年
４
月
に
は
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
を
設
置
検
討
。
専
門
的

人
員
の
常
時
配
置
な
ど
体

制
の
強
化
、
整
備
を
図
る
。

　
能
登
半
島
地
震
の
翌
日
、

経
済
産
業
省
が
、
災
害
で

破
損
し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル

に
む
や
み
に
近
づ
か
な
い

よ
う
注
意
喚
起
し
た
。

震
災
時
の
注
意
事
項

を
周
知
す
べ
き
で
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

誌
等
で
周
知
を
図
る
。

斜
面
に
設
置
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
は
住
民
も

不
安
。
設
置
に
規
制
は
。

設
置
で
き
る
土
地
は

雑
種
地
、
原
野
、
山

林
、
宅
地
が
条
件
。
山
林

は
０
・
５
ha
以
上
は
都
道

府
県
の
許
可
が
必
要
。　
　

公
共
施
設
の
太
陽
光

発
電
の
効
果
は
。

役
場
、
保
健
セ
ン
タ

ー
、
小
中
学
校
等
10

施
設
に
設
置
。
施
設
の
使

用
電
力
量
に
対
す
る
太
陽

光
発
電
量
は
１
割
弱
。　
　

問答問答問答

問答問答問答

児
童
虐
待
の
状
況

は要
保
護
児
童
は
19

人    

問答

問答問答

問答問答問答

みんなで見守る子どもの笑顔
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